
 

 

１ 家庭科における言語活動のねらい 

今次の学習指導要領では、言葉が大きな役割

をもつことから教科を超えて言語活動が重視

されており、言語的思考力の育成が重要な課題

となっている。言語活動には、「ツールとして

の言語活動」と「学習内容を定着させるうえで

不可欠な言語活動」という特性の違いがある。

このことを踏まえて授業設計を行うことが重

要であり、家

庭科では次

の点が言語

活動の主な

ねらいと考

える。 

      図１ 言語活動のねらい 

 

① 知的活動の基盤としての言語活動 

教科等に共通して言語活動の主たるねらい

は、思考力等の育成である。このことについて

家庭科では、生活の課題を解決する過程におい

て、生活行為の意味や理由を吟味したり説明し

たりするなどの言語活動を通して生活の見方

を科学的に理解させ、合理的判断力や創造的思

考力、問題解決能力などの育成を図ることであ

る。そのためには、体験活動の結果について「な

ぜそうするのか」を科学的に考え意味付けした

り、「どうすればよいか」といった解決策につ

いて意見交換を通して探求したりするなどの

活動が求められる。ここで留意すべきことは、

言語活動が目的化されてしまうと活動が形式

化してしまい、学びが子どもの生活や意識から

乖離したものとなることである。 

② コミュニケ-ション能力をはぐくむための 

言語活動 

家庭生活では、人や環境との折り合いをいか

につけるかが大切であり、コミュニケーション 

 

能力が求められる。家庭科では、友達や家族、 

地域や身近な人とのかかわりやふれ合いを重 

視しており、よりよい生活を営むためには、家

族や地域の人とのコミュニケーションが重要

となる。言葉を通して、家族や幼児、地域との

ふれ合いを図ったり、考えを伝え合ったりする

活動を充実させることで、人や環境とのかかわ

りが深まっていく。また、グローバル化の時代

にあって、価値や文化等の多様性を尊重しつつ

生活の課題について共通の合意を創り出すこ

とが持続可能な社会の形成につながる。 

③ 生活の感性をはぐくむための言語活動 

小学校第５学年から始まる家庭科では、それ

まで培ってきた他教科の知識や技能、道徳や特

別活動などから育まれた心情を総合化し、生活

の中に潜む現象やそれにまつわる状況を実践

や体験を通して実感的に理解することが重要

となる。その際、生活行為の意味や価値、伝統

的な生活文化や生活の知恵、さらには季節感な

どの生活感覚を高めることを大切にしており、

こうした言葉を知ることで生活者としての感

性が育まれる。 

 

２ 言語活動の充実を目指した授業設計 

○ 知的活動の基盤としての言語活動の実際 

家庭科では、科学的・論理的に生活をみてい 

く力を高めるための言語活動が重要となる。 

本実践では、食生活を科学的な視点から捉え、

家庭生活にかかわることで食生活をよりよく

する態度を育むことをねらいとする。 

(1)題材「くふうしよう 楽しい食事」（6 年生） 

 【B(2)アイウ B(3)アイウエオ B(1)ア D(2)ア 

A(1)ア】（全 11 時間） 

(2)題材の目標 

  健康を考えた１食分の献立の立て方が分か

り，複数の料理を段取りよく作ることで１食
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分の食事を整え、自分の食生活に生かそうと

することができる。 

(3)題材の流れ 

【みつめる】日常の食事を見直し、食生活の

課題をつかみ、共通課題を設定

する。 

【さ ぐ る】 1 食分の献立の立て方を理解す

る。じゃがいもの調理を通して調

理に関する基礎的・基本的な知

識･技能を身に付ける。 

【ふかめる】既習した知識･技能を生かして１

食分の調理計画を立て、それに沿

って調理を行い、家庭実践への意

欲と自信をもつ。 

【い か す】家庭での実践を紹介し合い、これ

からの実践の見通しや意欲をも

つ。 

(4)言語活動の視点 

① 1 食分の献立の立て方を考える過程で、

「何をどう食べるか」「なぜそうするとよ

いか」を話し合い、そのことの意味づけを

自分の言葉で説明できるようにする。 

② じゃがいもの皮むきができるためには、

皮のむき方を言語化させ、それに合わせて

粘土で試行させた後、実際に皮むきをさせ

る。その後、ポイントとなる手の位置や包

丁の動かし方を、体験を基に再言語化し、

実感的に理解させ、技能を獲得させる。 

③ 1 食分の食事の計画を立てる過程で、

「なぜそのやり方がよいのか、他にはどん

な方法があるのか」について話し合い、他

の方法や自分の考えを捉え直すことで、見

方や考え方を広げていく。 

子どもたちは、それまでの経験から自分な

りの生活観をもっており、学習を通してその

ことを再定義していくのが言語活動では重視

されなければならない。学習したことに意味

づけを行い、学びが自分に関係のあることと

して捉えられるようにすることで、子どもは

生活に主体的に関わるようになると考える。 

図２ 言語活動の視点 

○ コミュニケ-ション能力を育むための言語活

動 

家庭生活では、家族や地域の人と合意形成を

図りながら生活することが求められる。学習に

おいては、課題の解決過程でそれぞれの立場や

視点、思いや願いを踏まえながらよりよい解決

策について合意形成を図っていくことが大切

である。相手の立場や状況を踏まえながら「よ

りよさ」とはどうすることかを考えるコミュニ

ケーション能力が求められる。 

○ 生活の感性をはぐくむための言語活動 

図３の言語一覧にあるような言葉が使える

子どもを育てたいと願う。生活の感性を育むた

めに、家庭科で使う言葉をこのように掲示して

おくことで子どもは使う場面や意味を考える

ようになる。また、教師も子どもの言葉の使い

方から理解状況を把握することができる。 

図３ 言語一覧 

言語活動を充実させるためには、「何のため

に、どのような」活動を行うのかを明確にした 

授業設計が求められる。 



 

 

・生活の様子としての言葉 

・用具・方法などに関する言葉 

・意味につながる言葉 

・生活にかかわりのある言葉 
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私たちの回りには、昔の人たちが生み出した生活の知恵や工

夫、家族への思いや願いが込められた言葉がたくさんありま

す。家庭科では、このような言葉をいろいろな場面で使い、生

活を工夫していきます。 


